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よさの人Vol.7
「
火
災
ほ
ど
無
残
で
悲
し
い
も
の
は
な
い
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
絶
対
に
そ
ん
な
悲
惨
な

思
い
を
味
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
し
、
味
あ
わ

せ
た
く
な
い
」
と
話
す
の
は
、
今
回
の
「
よ

さ
の
人
」、
上
山
田
区
長
の
小
池
昭
二
さ
ん
。

旧
野
田
川
町
消
防
団
に
二
十
六
年
間
在
籍

し
、
消
防
団
長
を
三
期
六
年
務
め
た
小
池
さ

ん
は
、
一
瞬
に
し
て
生
命
と
財
産
を
奪
っ
て

し
ま
う
悲
惨
な
火
災
現
場
を
何
度
も
目
の
当

た
り
に
し
た
。
退
団
後
は
地
元
上
山
田
区
の

副
区
長
に
就
任
し
、
三
年
前
か
ら
は
区
長
と

し
て
、
消
防
団
活
動
の
経
験
を
生
か
し
地
域

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
だ
。

今
年
で
民
家
の
無
火
災
が
二
十
五
年
目
を

迎
え
る
と
い
う
上
山
田
区
は
、
区
内
の
消
火

栓
一
本
一
本
に
担
当
者
を
決
め
毎
年
六
月
に

一
斉
点
検
す
る
ほ
か
、
各
隣
組
単
位
で
定
期

的
に
消
火
器
訓
練
を
実
施
す
る
と
い
う
ほ
ど

防
火
・
防
災
の
取
り
組
み
が
活
発
な
地
域
。

小
池
さ
ん
が
区
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
、
火
災
予
防
の
標

語
を
地
域
で
募
集
し
横
断
幕
を
作
成
し
た
り
、

防
火
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
た
り
、「
無
火
災

地
区
　
上
山
田
」
を
宣
言
す
る
な
ど
、
い
ろ

ん
な
方
法
で
区
民
に
防
火
意
識
の
高
揚
を
訴

え
て
い
る
。
ま
た
、
二
年
前
に
は
地
震
等
に

備
え
た
「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
の
全
世
帯
へ

の
無
料
配
布
を
実
現
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
ほ
ど
、火
災
の
早
期
発
見
が

で
き
、
初
期
消
火
や
早
い
避
難
に
よ
り
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
を
区
費
で
購
入
し
、
千

円
の
自
己
負
担
で
全
世
帯
へ
配
布
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
設
置
の
有
無
で

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
発
生
率
が
大
き
く
減

少
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
宮
津
与
謝
消
防

組
合
火
災
予
防
条
例
で
、
平
成
二
十
三
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
既
存
住
宅
へ
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
普
及

し
て
い
な
い
の
が
現
状
と
い
う
。

「
設
置
の
義
務
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
て

も
買
う
ま
で
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
話
を
耳

に
し
た
。
そ
こ
で
、
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
区
で
購
入
し
て
配
布
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
少
し
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

防
火
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
」
と
小
池
さ
ん
。

今
回
配
布
し
た
警
報
機
は
煙
を
感
知
す
る

タ
イ
プ
だ
が
、「
も
う
一
個
熱
感
知
の
タ
イ
プ

も
取
り
付
け
た
」
と
い
う
声
が
区
民
か
ら
聞

か
れ
る
な
ど
反
応
は
上
々
の
よ
う
。

「
自
然
災
害
は
人
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う

も
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
火
災

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
小
池
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
も
「
無
火
災
地
区
　
上
山
田
」

を
様
々
な
活
動
を
通
し
て
訴
え
続
け
る
。

上山田区長　小池昭二さん
上山田区の全世帯に

住宅用火災警報器を配布

こいけ しょうじ SHOJI KOIKE
1942年生まれ。上山田在住。1984年から1990年
まで旧野田川町消防団長を３期６年間務める。そ
の後、上山田区副区長を経て、2005年から上山
田区長。写真手前にあるのが住宅用火災警報器

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち
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パ
ン
工
房
『
ベ
ー
カ
リ
ー
ひ
だ
ま
り
の
丘
』

は
、
与
謝
野
町
が
設
置
す
る
与
謝
野
町

文
化
・
工
芸
の
里
の
ケ
ー
キ
工
房
の
一
部
を
改

修
し
、
障
害
者
の
就
労
継
続
支
援
の
場
と
し
て

三
月
二
十
四
日
に
完
成
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
ケ
ー
キ
工
房
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
文
化
・
工
芸

の
里
と
い
う
す
ば
ら
し
い
立
地
条
件
の
中
で
、

地
域
と
共
に
成
長
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

製
造
す
る
パ
ン
は
、
主
に
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
夢
織
り
の
郷
へ
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
将

来
は
店
舗
で
の
販
売
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど

で
提
供
し
た
い
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
る
。

国
の
特
例
交
付
金
で
改
修
し
た
施
設
は
、
工

房
を
分
け
る
た
め
に
仕
切
ら
れ
、
作
業
が
外
か

ら
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
窓
を
大
き
く
と
っ

た
。
総
事
業
費
は
約
三
百
六
十
万
円
で
、
オ
ー

ブ
ン
等
の
設
備
備
品
は
法
人
が
負
担
し
た
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
『
み
ん

な
の
う
ち
加
悦
奥
』
で
は
、
介
護
保
険

制
度
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
要
支
援
者
、
要
介
護

者
が
、
住
み
な
れ
た
家
や
地
域
で
在
宅
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
利
用
者
の
心
身
の
状
態

や
必
要
に
応
じ
て
「
通
い
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」

を
中
心
に
「
泊
ま
り（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」「
訪

問（
ヘ
ル
パ
ー
）」
の
三
つ
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
合
わ
せ
、
家
族
的
な
環
境
と
地
域
住

民
と
の
交
流
の
場
が
提
供
さ
れ
る
。

利
用
対
象
者
は
、
加
悦
中
学
校
区
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
地
域
密
着
型
施

設
で
、
要
支
援
者
、
要
介
護
者
に
認
定
さ
れ
て

い
る
方
が
二
十
四
人
ま
で
登
録
可
能
。

町
内
で
第
一
号
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
施
設
の
改
修
は
、
福

祉
空
間
整
備
事
業
交
付
金
等
を
活
用
し
、
総
事

業
費
約
三
千
三
百
万
円
で
整
備
さ
れ
、
こ
の
ほ

ど
完
成
見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。

谷
な
か
ま
の
家
ほ
っ
と
ホ
ー
ム
』
は
、

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
場
と
し

て
、
野
田
川
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
七
人

の
生
活
空
間
と
弁
当
工
房（
仮
称
）を
整
備
し
た
。

弁
当
工
房
は
す
で
に
四
月
中
旬
か
ら
稼
動
し
、

六
人
の
障
害
者
が
従
事
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
に
は
五
月
上
旬
に
入
居
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
の
特
徴
で
あ
る
、
障
害
者
が
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
と
、
障
害
者
の
働
く
場
と
な
る
就

労
継
続
支
援
施
設
を
同
じ
建
物
内
に
設
置
し
、

二
十
四
時
間
型
の
施
設
と
し
て
活
用
す
る
ケ
ー

ス
は
京
都
府
内
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
い
う
。

こ
の
施
設
は
、
国
の
特
例
交
付
金
と
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
総
事
業
費
約
三
千
二
百
万
円

で
改
修
し
、
二
月
二
十
九
日
に
完
成
し
た
。

特
集
◎
地
域
密
着
型
の
福
祉
施
設
が
続
々
誕
生

こ
ん
な
施
設
を
ま
っ
て
い
たY

夢が膨らみ心が弾む
ベーカリーひだまりの丘

社会福祉法人よさのうみ福祉会

みんなの笑顔に会える場所
みんなのうち加悦奥
特定非営利活動法人 丹後福祉応援団

新たな一歩がここから始まる
桜谷なかまの家ほっとホーム

社会福祉法人よさのうみ福祉会

地
域
密
着
型
の
福
祉
施
設
が
続
々
誕
生

『ベーカリーひだまりの丘』は
小高い丘の上に建つケーキ工房
に隣接する
住所：字金屋1658番地13

現在は２人の職員が常駐し
準備が進められ、６月から
夢織りの郷の利用者が加わ
り本格稼動する

試
作
中
の
食
パ
ン
。
ひ

だ
ま
り
の
丘
の
温
か
さ

が
こ
も
っ
て
い
る

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
と
試

行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
る

白を基調とした
明るい施設内

希
望
の
一
歩
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
生
活

の
場
は
７
つ
の
個
室
と
管
理
人
室
、
リ
ビ

ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
浴
室
等
を
整
備
。

利
用
者
は
、
施
設
外
の
作
業
所
等
で
勤
務

し
、
休
日
と
夜
間
は
キ
ー
パ
ー
と
施
設
内

で
生
活
す
る

利用者の入居をまつ
『ほっとホーム』。正面
右側が生活空間。
住所：字四辻1004番地

ヒ
ノ
キ
の
浴
槽
は
く
つ
ろ
げ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
通
所
で
き
る
定
員
は
12
人
。
利
用
可
能
時

間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
宿

泊
定
員
は
４
人

弁当工房は６人の障害者が弁当
作りに従事する

み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ダ

イ
ニ
ン
グ
は
、
ホ
ー
ル
、
玄
関

へ
と
つ
な
が
る
。
も
ち
ろ
ん
完

全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
椅
子
で

の
移
動
も
ラ
ク
ラ
ク

広々としたリビングルームは、
ゆっくりとした時間が流れる

築45年の空き民家は、
小規模多機能型居宅介
護施設『みんなのうち
加悦奥』として生まれ
変わった
住所：字加悦奥138番
地３

障
害
者
が
自
立
し
、高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
与
謝
野
町
総
合
計
画
」
と
「
与
謝
野
町
安
心
ど
こ
で
も
プ
ラ
ン
」
の

テ
ー
マ
、
自
助
・
共
助
・
公
助
・
商
助
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
密
着

型
の
福
祉
施
設
が
町
内
に
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

『
桜
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重要なお知らせ◎介護保険料の納期限が近づいています

介護保険料を滞納すると思わぬ負担が…
平成12年に創設された介護保険制度は、介護が必要な状態になっても、「住み慣れた家」で「気心の

知れた地域」で生活が続けられるよう、住民相互で支えあう制度として定着をしてきました。しか
し、平成20年３月末時点で、１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料の滞納額が約360万円に上っ
ています。「私は元気だから介護を受けることはない」「介護状態になっても家族がいるから」などという
ことで介護保険料を滞納すると、いざという時に思わぬ負担がのしかかってきます。今月号では、介護保
険料を滞納すると将来どのようなことが起きるか具体例を挙げてお話します。

◯02 ある日、突然
ところが、元気だったＡさんがある日突然、脳梗

塞にみまわれ寝たきりの状態となってしまいました。
介護認定審査の結果は最も重度の「要介護５」と判
定されました。
病院でのリハビリも終わり、退院することになっ

たＡさんでしたが、自宅での生活は非常に困難な状
態です。
同居する息子夫婦に相談しま

したが、夫婦共稼ぎであること
や住環境的にも在宅介護は困難
という理由で、最終的には特別
養護老人ホームへの入所を選択
せざるを得なくなりました。

◯01 介護保険料なんて払わない
与謝野町在住の男性Ａさん（69歳）は息子夫婦と

同居。年金を担保に借り入れをしたため、介護保険
料が年金から天引きができなくなり、４年分約10万
円が滞納となりました。
町から督促請求しても「私は健康そのものだし、

介護保険の世話になることはないから介護保険料な
んて払わない。いざという時は、息子が世話してく
れる」と支払いに応じず、息子夫婦も「おやじのこ
とだから」と支払いを拒否。
その間、時効中断のために執行できる差し押さえ

処分も適当な物件がないため実施できず、納期限か
ら２年経過した約５万円の保険料については「時効
消滅」しました。

◯04 滞納していなければ…
Ａさんは、介護保険料を４年分滞納し、その内２

年分（５万円）が「時効消滅」したために、最低で
も２年間は３割負担をすることになります。
つまり、５万円の保険料が時効消滅したために、

その約28倍（140万円）の負担をしなければならな
くなったわけです。
Ａさんの例は少し極端ですが、このように介護保

険料を滞納すると、将来に大きな影響が出ることに
なります。

◯03 思わぬ負担がのしかかる
Ａさんは４年分の介護保険料を滞納しています。

その内の２年分は時効消滅しており、今から収める
ことはできません（絶対的時効）。今回これが影響
して、思わぬ負担がＡさんと家族に降りかかること
になりました。
Ａさんと家族が入居を希望した特別養護老人ホー

ムひまわり苑の施設サービス費は、月額29万円
（この中には居住費や食費は含まれていませんので
別途負担が必要）で、利用者の負担はその１割にあ
たる２万９千円です。
ところが、Ａさんは４年分の保険料を滞納したた

めに、法律により利用者負担が３割※となり、月額
で８万７千円を滞納の期間に応じて支払わなければ
なりません。通常の１割負担であれば、年間約35
万円の負担で済みましたが、滞納したために年間で
約105万円と３倍の負担をしなくてはならないので
す。
そして、Ａさんの場合は、年金を担保にしている

ため、本人が支払うことができず、家族がその負担
をしなければ入居ができません。

介
護
保
険
料
は
、「
納
期
限

か
ら
二
年
後
に
時
効
消
滅
」
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
時
効

を
中
断
す
る
た
め
に
不
動
産
の

差
し
押
さ
え
処
分
を
と
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
不
動
産
の
差
し
押
さ
え

◎
町
が
公
売
を
行
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
町
の
差
し
押
さ
え
処
分
よ
り

先
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
金
融
機
関
等

に
よ
り
競
売
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
時
効
消
滅

納
期
限
か
ら
二
年
経
過
す
る

と
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
時
効
成
立

が
近
づ
い
た
滞
納
者
に
は
、
福

祉
課
か
ら
「
介
護
保
険
料
未
納

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
通
知
が
届
い
た
方

は
必
ず
福
祉
課
に
ご
連
絡
の
上
、

納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
不
動
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

わ
が
国
は
経
済
状
況
が
不
安

定
で
、
特
に
こ
の
地
域
は
長
期

間
に
わ
た
り
不
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
「
消
え
た
年
金
問

題
」
等
に
よ
り
社
会
保
障
制
度

に
対
す
る
国
民
の
不
信
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
福
祉

施
策
を
推
進
し
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
こ
の
町
で
生
活
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
制
度
設
計

を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
住
民
同

士
が
支
え
あ
う
相
互
扶
助
の
制

度
で
す
。
負
担
の
公
平
感
を
損

ね
ま
す
と
成
り
立
た
な
い
制
度

と
な
り
ま
す
の
で
、
滞
納
が
発

生
し
な
い
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
相
互
扶

助
の
制
度
で
、
公
平
感

を
損
な
う
と
制
度
が
崩

壊
し
ま
す

時効消滅した保険料があると、利用者負担が3割に引き上げられたり、
高額介護（介護予防）サービス費等の支給が受けられなくなります

※滞納者への措置／保険料を滞納すると、滞納期間に応じて次のような措置がとられます。 ①サービスを利用した時に費用の
全額を支払い、後日役場の窓口で保険給付分（９割）の払い戻しを受けることになります。②費用の全額を利用者が負担し、保
険給付分が差し止めとなったり、滞納している保険料と相殺されます。 ③利用者負担が１割から３割に引き上げられます。

平成19年度 介護保険料の納付は

5月30日（金）までに
平成19年度分の介護保険料は、５月30日

（金）までに納付してください。特別の事情が
ある場合については、保険料の減免や猶予を受
けられることがありますので、福祉課介護高齢
係（143-1513）へご相談ください。

ご注意
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1
麻
し
ん
と
は

麻
し
ん
と
は
、
一
般
に
「
は
し
か
」
と

い
わ
れ
る
病
気
で
す
。

麻
し
ん
に
感
染
し
て
い
る
人
が
、
咳
や

く
し
ゃ
み
な
ど
で
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
を
飛

び
散
ら
せ
る
こ
と
で
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
大
変
強
く
、

体
育
館
の
よ
う
な
広
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
中
に
一
人
の
感
染
者
が
い
る
と
、
そ

こ
に
い
る
多
く
の
人
が
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
ん
で
感
染
し
て
し
ま
う
た
め
、
学
校
や

職
場
、
乗
り
物
な
ど
で
感
染
が
拡
大
し
ま

す
。2

麻
し
ん
の
症
状

十
〜
十
二
日
間
の
潜
伏
期
の
後
、
三
十

八
度
台
の
発
熱
、
咳
、
鼻
水
、
目
や
に
な

ど
の
症
状
が
四
〜
五
日
間
続
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
症
状
は
麻
し
ん
特
有
の
も
の
で
は

な
い
た
め
、
風
邪
と
間
違
い
や
す
く
、
ま

た
感
染
力
が
最
も
強
い
時
期
な
の
で
、
感

染
を
広
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。そ

の
後
、
口
の
中
に
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
と

言
わ
れ
る
麻
し
ん
特
有
の
白
い
ブ
ツ
ブ
ツ

が
出
て
、
熱
は
一
時
的
に
下
が
り
ま
す
が
、

再
び
三
十
九
〜
四
十
度
台
に
上
昇
し
、
首

す
じ
や
顔
に
発
疹
が
出
始
め
、
や
が
て
発

疹
は
全
身
に
広
が
り
ま
す
。
高
熱
は
三
〜

四
日
続
い
た
後
解
熱
し
、
発
疹
も
次
第
に

消
え
て
い
き
ま
す

が
、
し
ば
ら
く
は

色
素
沈
着
が
残
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
麻
し
ん
は
、
発
熱
の
期
間

が
長
く
、
咳
も
ひ
ど
い
た
め
、
体
力
を
か

な
り
消
耗
し
、
入
院
す
る
こ
と
も
ま
れ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
恐
ろ
し
い
合
併
症

麻
し
ん
は
そ
れ
自
体
の
症
状
が
強
い
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を
起
こ

す
頻
度
が
高
い
病
気
で
す
。

主
な
合
併
症
は
、
気
管
支
炎
・
肺
炎
・

中
耳
炎
・
脳
炎
で
す
。
特
に
、
脳
炎
を
併

発
す
る
と
、
15
％
が
死
亡
し
、
20
〜
40
％

の
方
に
重
い
後
遺
症
を
残
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
麻
し
ん
感
染
後
、
数
年
か

ら
数
十
年
後
に
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
と

い
う
極
め
て
重
症
の
脳
炎
を
発
症
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

4
治
療
方
法

特
効
薬
は
な
く
、現
わ
れ
て
い
る
症
状
に

合
わ
せ
た
治
療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
麻
し
ん
に
か
か
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
。

5
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

国
で
は
、
麻
し
ん
を
排
除
す
る
た
め
に
、

麻
し
ん
予
防
接
種
を
従
来
か
ら
実
施
し
て

い
る
年
齢
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
中
学
一

年
生
・
高
校
三
年
生
相
当
に
新
た
に
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
五
年

間
の
限
定
措
置
）。

平
成
十
七
年
度
以
前
は
、
予
防
接
種
法

に
よ
る
麻
し
ん
予
防
接
種
は
、
一
回
の
み

で
し
た
が
、
一
回
で
は
１
０
０
％
の
免
疫

が
確
保
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
数
年
で
抗

体
量
が
低
下
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
十
八
年
の
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ

り
、
二
回
接
種
お
よ
び
風
し
ん
も
同
時
に

予
防
す
る
こ

と
の
で
き
る

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
と

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
一
歳
児
と
小
学
校
就
学
前
一
年

（
年
長
児
）の
幼
児
を
対
象
に
予
防
接
種
の

案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
中
学
一
年

生
・
高
校
三
年
生
相
当
の
方
に
も
麻
し
ん

予
防
接
種
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

今
年
度
の
与
謝
野
町
の
麻
し
ん
予
防
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
の
と
お
り
で
す
の

で
、
こ
の
期
間
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
は
、
公
費
に
よ
る
接
種
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に
任
意
接
種
を

受
け
て
、
自
身
の
健
康
を
守
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

昨
年
、
高
校
生
・
大
学
生
を
中
心
に
麻
し
ん
が
流
行
し
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
り
ま
し
た
。
麻
し
ん
は
感
染
性
が
非
常
に
高
く
、
合
併
症
を
起
こ
す
頻
度
が
高

い
病
気
で
す
。
今
月
号
で
は
そ
の
症
状
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、

流
行
の
最
盛
期
を
迎
え
る
初
夏
に
か
け
て
予
防
対
策
を
万
全
に
お
願
い
し
ま
す
。

健やか広場　ss 麻しん（はしか）にご注意！ がんばってます！消防団 編集●消防団本部

平成20年度全国統一防火標語 「火の始末 君がしなくて 誰がする」

●与謝野町消防団辞令交付式・団長退任式

小池前団長26年間おつかれさまでした
谷
たに

田
だ

久
ひさ

典
のり

新団長以下228名の消防団員が出動し、平成20年度与謝野町消防
団辞令交付式と団長退任式を４月６日、野田川体育館で挙行しました。

太田町長から谷田新団長に辞令が交付された後、３月
31日付で消防団を退団された小池潤一郎前消防団長に
町長から感謝状が、またひまわりふれ愛隊（女性消防隊）
鳥
とり

垣
がき

絵
え

美
み

隊長からは花束が贈られ、小池前団長の26年
の消防団活動と与謝野町消防団誕生前後の先導役として
消防団を導いてこられたご労苦に対し、出動団員全員の

大きな拍手で見送りました。
その後、谷田団長が新役員と新入団員に辞令を交付し、

岩滝第３分団の能 淳団員が新入団員を代表し「消防の
義務を遂行します」と力強く宣誓。また平成19年度に購
入した消防信号ラッパの消防団への引き渡しとラッパ隊
への配属を行いました。

●
本
部

小
池
潤
一
郎

こ
い
け
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

（
団
長
）

木き

村む
ら

博ひ
ろ

史し

（
副
団
長
）

前ま
え

田だ

正ま
さ

明あ
き

（
副
団
長
）

小こ

西に
し

政ま
さ

次じ

（
副
団
長
）

吉よ
し

田だ

光み
つ

宏ひ
ろ

（
本
部
付
分
団
長
）

松ま
つ

井い

栄え
い

治じ
（
本
部
付
分
団
長
）

長な
が

島し
ま

好よ
し

信の
ぶ

（
本
部
付
分
団
長
）

●
加
悦
第
一
分
団

北き
た

風か
ぜ

好よ
し

隆た
か

（
部
長
）

●
加
悦
第
三
分
団

市い
ち

田だ

博ひ
ろ

英ひ
で

（
副
分
団
長
）

●
岩
滝
第
一
分
団

白し
ら

数す

剛た
け
し（

分
団
長
）

●
岩
滝
第
三
分
団

牧ま
き

井い

隆た
か

幸ゆ
き

（
分
団
長
）

●
野
田
川
第
一
分
団

久
泉
　

ひ
さ
い
ず
み
　

一か
ず

也や

（
分
団
長
）

山や
ま

田だ

敬け
い

三ぞ
う

（
副
分
団
長
）

桝ま
す

幹も
と

明あ
き

（
部
長
）

●
野
田
川
第
二
分
団

坂さ
か

根ね

治お
さ
む（

分
団
長
）

池い
け

田だ

浩ひ
ろ

樹き
（
副
分
団
長
）

矢や

嶋じ
ま

広ひ
ろ

和か
ず

（
部
長
）

●
野
田
川
第
三
分
団

加か

畑ば
た

輝て
る

行ゆ
き

（
副
分
団
長
）

●
野
田
川
第
四
分
団

安や
す

田だ

智と
も

幸ゆ
き

（
分
団
長
）

山や
ま

■ざ
き

彰あ
き

典の
り

（
副
分
団
長
）

小こ

池い
け

隆た
か

通み
ち

（
部
長
）

●
野
田
川
第
五
分
団

河か
わ

辺べ

悟さ
と
る（

分
団
長
）

浪な
み

江え

俊と
し

和か
ず

（
副
分
団
長
）

曽そ

根ね

田だ

康や
す

博ひ
ろ

（
部
長
）

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
献
身
い

た
だ
い
た
活
動
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

退
団
者
（
平
成
二
十
年
三
月
末
日
付
・
部
長
以
上
・
敬
称
略
）

●
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
愛
隊

香か

山や
ま

淳
子
じ
ゅ
ん
こ

●
加
悦
第
一
分
団

金か
な

谷や

光み
つ

明あ
き

吉よ
し

岡お
か

弘ひ
ろ

人と

今い
ま

井い

俊と
し

郎ろ
う

●
加
悦
第
二
分
団

小お

田だ

一か
ず

政ま
さ

和わ

田だ

一か
ず

真ま

●
加
悦
第
三
分
団

赤あ
か

西に
し

貴た
か

雅ま
さ

細ほ
そ

見み

京
平

き
ょ
う
へ
い

山や
ま

上が
み

旭あ
き
ら

●
岩
滝
第
一
分
団

倉く
ら

直な
お

行ゆ
き

●
岩
滝
第
三
分
団

能の

■せ

淳あ
つ
し

山や
ま

本も
と

剛つ
よ
し

●
岩
滝
第
四
分
団

宮み
や

立だ
て

浩こ
う

治じ

平ひ
ら

田た

竜
二

り
ゅ
う
じ

●
野
田
川
第
一
分
団

栗く
り

村む
ら

隆た
か

博ひ
ろ

加か

藤と
う

智と
も

久ひ
さ

●
野
田
川
第
二
分
団

宮み
や

■ざ
き

篤あ
つ
し

松ま
つ

本も
と

晃こ
う

輔す
け

渡わ
た

邉な
べ

正ま
さ

輝て
る

●
野
田
川
第
三
分
団

福ふ
く

井い

康こ
う

起き

中な
か

島じ
ま

伸の
ぶ

隆た
か

吉よ
し

岡お
か

真ま
さ

輝て
る

●
野
田
川
第
四
分
団

白し
ろ

坂さ
か

健け
ん

一い
ち

牛う
し

田だ

圭け
い

亮す
け

牛う
し

田だ

稔と
し

久ひ
さ

●
野
田
川
第
五
分
団

吉よ
し

田だ

直な
お

昭あ
き

霜し
も

尾お

充み
つ

範の
り

新
入
団
員
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
・
敬
称
略
）

●麻しん予防接種スケジュール 
対象年齢 接種期間 接種回数 

１歳～２歳未満 通年実施 

１回 
小学校就学前１年 ４/14（月）～５/16（金） 

中学１年生 
５/19（月）～８/22（金） 

高校３年生相当 

※詳しくは対象の方に個別案内をしています。 
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図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/

【一般書】●『鼓笛隊の襲来』三崎亜記／光文社　●『ラジ
オ深夜便誕生日の花ときょうの一句』ラジオ深夜便「きょう
の一句」制作プロジェクト（監修）／ＮＨＫサービスセンター
●『和暦で暮らそう』柳生博／小学館　●『人生の後半をひ
とりで生きる言葉』曽野綾子／イーストプレス　●『いじめ
られっ子のチャンピオンベルト』内藤大助／講談社

【児童書】●『「悪いこと」したら、どうなるの？』藤井誠二／
理論社　●『女子の国はいつも内戦』辛酸なめ子／河出書房新
社　●『探し絵ツアー１』文溪堂　●『木の実のけんか』岩城
範枝（文）片山健（絵）／福音館書店　●『ジュン先生がやって
きた！』後藤龍二／新日本出版社　●『魔法にかけられて（デ
ィズニーアニメ小説版）』ジャスミン・ジョーンズ／偕成社

今月のオススメの一冊

新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書

児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書

一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書

図
書
館
の
ご
案
内

与
謝
野
町
立
図
書
館
（
知
遊
館
一
階
）

1
（
４
６
）
２
４
５
１

加
悦
分
室
（
加
悦
地
域
公
民
館
二
階
）

1
（
４
３
）
０
３
７
６

野
田
川
分
室
（
中
央
公
民
館
一
階
）

1
（
４
３
）
０
０
８
７

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

本
館
･
加
悦
分
室
（
毎
週
月
曜
）

野
田
川
分
室
（
毎
週
火
曜
）

共
通
（
毎
月
最
終
木
曜
）

【
本
館
】

五
月
十
日（
土
）・
六
月
七
日（
土
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
／
午
後
三
時
〜

【
野
田
川
分
室
】

五
月
十
日（
土
）
午
後
三
時
〜

【
加
悦
分
室
】

五
月
十
七
日（
土
）
午
後
三
時
〜

問
い
合
わ
せ
先

開
館
時
間

休
館
日

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

Cultural Reflections 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第25回 ◎ 後光厳天皇宸翰書状］ まちの文化財

さん、日本では一番楽しみにしている祝日はい
つですか。今月にはゴールデンウィークがあり

ました。ゴールデンウィークではどのように過ごしまし
たか。
私が日本で初めてゴールデンウィークを過ごしたのは、

友だちと東京へ観光に行った時でした。そのときにびっ
くりしたことは、日本で一番の大都市な
のにも関わらず、普段より人が少なくて
賑やかではなかったことです。後になっ
て、ゴールデンウィークでは、東京に住
んでいるたくさんの人々が旅行へ行くか
故郷に帰って家族と過ごすからだと教え
てもらって納得しました。
そこで、私は日本には休日が多いなと感じました。ゴ
ールデンウィーク以外にも長期に休める時があって、そ
れはお正月とお盆です。このときには、平日でも連続し
て休みを取ることができ、カナダ、アメリカに比べると
かなり珍しいことだと私は思っています。
基本の祝日として日本には15日間あります。さらに、

大晦日、元旦の前後を休みにすると20日間になります。
カナダはアメリカと同じく、州によって州の祝日もある
のですが、基本的には日本のように大晦日や元旦の前後
に休むことができなくて、年に10日間しか祝日がありま
せん（アメリカは11日間です）。日本がカナダやアメリカ
に比べて10日間ぐらい多く休めることになるだろうと私

は思っています。
日本ほど多い祝日がある国は結構少な

いと私は気づきました。たとえば、イギ
リスとオーストラリアは年に８日間の祝
日しかありません。アイルランドとニュ
ージーランドは年に10日間の祝日しかあ
りません。日本ほどの祝日がある国はス

リランカ（年に26日間）、フィリピン（年に19日間）、イ
ンド（年に18日間）です。日本を含めてこれらの祝日が
多くある国の中で、日本は特別に私には思えます。なぜ
なら、この中には先進国としては日本しかないからです。
なぜ、こんなに祝日が多いのでしょう。皆さんどう思わ
れますか。

Harry's column日本の祝日、世界の祝日

いつもより人通りが少ない東京の交差点

代
は
今
か
ら
約
六
百
五
十
年
前
、

足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

率
い
る
北
朝
と
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
率
い
る
南
朝
が
、
全
国
の
各
武

将
を
東
西
二
つ
の
勢
力
に
分
断
し
て
、

約
六
十
年
の
間
、
お
互
い
の
地
位
を
賭

け
て
争
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る

「
南
北
朝
の
動
乱
」と
言
い
ま
す
。
こ
の

争
い
の
中
、
北
朝
の
足
利
尊
氏
は
室
町

幕
府
を
開
き
、
最
終
的
に
北
朝
の
勝
利

と
な
り
ま
す
。

こ
の
南
北
朝
の
乱
世
の
中
、
北
朝
で

出
さ
れ
た
二
通
の
宸し

ん

翰か
ん

書し
ょ

状じ
ょ

（う
　

天
皇
が

出
す
手
紙
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宸
翰

書
状
は
、
北
朝
の
後ご

光こ
う

厳ご
ん

天
皇
が
重
臣

の
勧か
じ

修ゅ
う

寺じ

経つ
ね

顕あ
き

に
あ
て
た
も
の
で
す
。

こ
の
二
通
の
書
状
の
一
枚
目
に
は
、

神
官
が
武
士
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
た

め
、
仲
間
の
神
官
達
が
抗
議
を
し
ま
し

た
が
武
士
は
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
全
く
相

手
に
さ
れ
ず
、
こ
の
不
祥
事
に
困
っ
た

後
光
厳
天
皇
が
重
臣
で
あ
り
仲
の
良
か

っ
た
勧
修
寺
経
顕
に
こ
の
問
題
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
意
見
を
求
め
て
い
る
と

い
う
公
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
枚
目
と
一
枚
目
の
文
と
文
の
間
に
は
、

持
病
が
再
発
す
る
経
顕
に
対
し
、
ゆ
っ

く
り
湯
治
療
養
を
勧
め
て
い
る
こ
と
や
、

経つ
ね

方か
た

（
経
顕
の
息
子
）
が
腹
痛
で
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
を
天
皇
が
耳
に
し
、
非

常
に
心
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
私
的
な

内
容
が
小
さ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
状
の
中
に
「
心
の
頼
み
は

経
顕
だ
け
で
あ
る
」
と
い
っ
た
部
分
が

あ
り
、
天
皇
の
勧
修
寺
経
顕
に
対
す
る

信
頼
心
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
乱
世
の
都
に
お
け
る

武
家
と
神
官
の
争
い
ご
と
な
ど
を
こ
こ

ま
で
克
明
に
記
さ
れ
た
古
文
書
は
な
か

な
か
無
い
と
い
う
こ
と
と
、
天
皇
の
直

筆
で
非
常
に
達
筆
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
八
年
六
月
二
十
三
日
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

時

皆

●第２通

後光厳天皇宸翰書状
●文化財の種別／国重要文化財
●管理者／個人（京都府立丹後
郷土資料館寄託）
●時代／室町時代（南北朝期）

●第１通

『裁判員法廷』
芦辺拓／著
文藝春秋

平成21年から実施される裁判員制度の取材
をもとにした法廷ミステリー。選ばれた裁判
員は、医師、教師、主婦、ＯＬ、無職の男、
そして主人公のあなたの６人。「審理」「評議」
「自白」の３部構成で、従来の裁判との違
いを意識して描かれています。裁判員制度
入門書としてもうってつけの内容です。

『さんぽみちははなばたけ』
広野多珂子／作・絵
佼成出版社

春にはたくさんの命が芽吹きます。みちば
たに咲く小さな花や草にも名前があるのを知
っていますか。ホトケノザ、ナズナ、タン
ポポなど、草の花にはのびやかさと力強さ
があります。この絵本を見ながら、皆さん
がいつも通る散歩道でもそんな花々を見
つけてはいかがでしょうか。

皆さんのご自宅にある本と
図書館の本では、見た目が
少し違います。さて、どこ
でしょう。

図書館を利用している皆
さんならすぐに答えられると思
いますが、主に、「①透明なフイルムでカバーされ
ている」「②背表紙のところに『９１３ウ』のよう
に数字とカタカナが書かれたラベルが張ってある」
「③表紙または裏表紙の下にバーコードがついてい
る」の３点があげられます。
今回はこの①についてお話しします。図書館に入
荷する本は数が多く（年間3,000冊以上）、すでに
フィルムカバーした状態のものを購入することが多
いのですが、書店店頭にある本を直接購入したり、
寄贈などでいただく本の場合は職員がカバーをかけ
ます。これがなかなか難しく、慣れないとしわがよ
ったり、空気が入ったりしてしまいます。職場体験
活動として図書館に来た中学生には必ずこのカバー
かけをしてもらいますが、最初はだれも悪戦苦闘。
そうして仕上げた1冊はとても誇らしそうに、指導
する職員へ見せてくれます。
このフィルムカバーをかけることで、たくさんの

人に読まれる図書館の本を丈夫に汚れにくくしてい
ます。ですが、どんなにカバーをしても、水や汚れ
は本の大敵。図書館の本はみんなのものです。大切
に取り扱ってくださいね。

その1

図書館の
ひみつ
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私たちが新規採用職員です！よろしくお願いします
総務課1 46-3003問

11 10

まちの　　　 お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題

●滝の千年ツバキまつり

今年は見事に咲き誇る
滝の千年ツバキまつりが４月13

日、滝の加悦椿文化資料館周辺で開
催されました。
地元滝区の方々が「こんなに多く

の花を咲かせるのは近年なかった」
というほど、千年ツバキは濃紫紅色
の小さな花をつけ、訪れた人の目を
楽しませていました。
資料館では特別展が開催された

り、ちんざん前広場には特産品や食
べ物の屋台が出店したりと賑わいを
見せました。

●咲きそろうスイセン

地域の力でスイセンを植栽
４月の上旬から中旬にかけて、温

江の町道東岸線沿いに、春の訪れを
感じさせるスイセンが咲きそろいま
した。球根は、温江区から同線沿い
の隣組（谷垣）の方が譲り受け、
「自分たちが住むところは、自分た
ちの手できれいにしよう」と３月上
旬に植えられたとのことです。
来年も植栽

予定とのこと
で、今から来春
が楽しみです。

●与謝野町商工会合併開所式

与謝野町商工会が発足
旧３町の商工会が合併して発足し

た「与謝野町商工会」の合併開所式
が４月１日、与謝野町商工会館（旧
野田川町商工会館）で行われました。
会員数が1,420人と府内2番目とな

る新商工会の発足にあたり、山
やま

添
ぞえ

政
まさ

就
なり

与謝野町商工会長から「将来性の
ある新たな産業の育成に努力し、町
の産業の活性化を図りたい」と決意
が述べられました。その後、テープカ
ットが行われ、出席した約50人の関
係者らが新しい船出を祝いました。

●雲岩公園つつじ祭

満開のつつじと桜を満喫
雲岩公園つつじ祭が４月13日、

岩屋の雲岩公園で開催されました。
この日に合わせたかのように、桜

と約5,000本のつつじが咲き誇り、
辺り一帯がピンク色に染められてい
ました。また昨年復活した、二百五
十年の伝統を持つ「岩屋踊り」（表
紙写真）や「野田川太鼓」（上写真）
が祭りに華を添え、訪れた人々は春
の一日を満喫していました。
つつじを愛でるたくさんの俳句も

寄せられましたのご紹介します。

私
は
福
祉
課
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
の

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
相
談

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
、
し
ば
ら
く

与
謝
野
町
を
離
れ
て
高
齢
者

福
祉
施
設
で
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
四
月
か

ら
与
謝
野
町
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
毎
日
、
懐
か
し
い
景

色
に
心
を
癒
さ
れ
な
が
ら
通

勤
し
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
民
の
方
々
と
身

近
に
お
話
を
し
、
ご
相
談
に

来
ら
れ
た
そ
の
方
の
立
場
に

な
っ
て
一
緒
に
考
え
て
い
け

る
よ
う
な
職
員
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
笑
顔
で
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
保
健
師
と
し
て
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

の
健
康
づ
く
り
や
保
健
事
業

な
ど
の
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
多
く
の

人
と
関
わ
る
中
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ん
で
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
目
線
に

立
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を

第
一
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
に
保
健
師
と

し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

笑
顔
で
元
気
よ
く
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
野
田
川
地
域
振
興
課

で
主
に
消
防
と
交
通
の
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り

で
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
知
識
も
少
な
い
で

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の

関
わ
り
を
通
じ
て
、
ひ
と
つ

で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
職
員
の
働
き

を
見
習
い
、
正
確
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

た
い
で
す
。

一
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
精
一

杯
職
務
に
専
念
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「参画」とは、単に参加するだけでなく、
企画・立案の段階から関わり、組織の決定
に影響力を与え、責任を持つことをいいます。
男女共同参画は、社会のあらゆる分野に男女が共に参
画し、対等なパートナーとして共に力を発揮して、喜び
も責任も分かち合う社会の実現をめざす施策です。
日本ではまだまだ女性の社会参画が進んでいないのが
現状で、国連開発計画（UNDP）が発表した「女性が
政治及び経済にどのくらい参画しているか」を示す
GEMは、75カ国中で42位と低くなっています。

このことから、女性の
政策・方針決定の場への

参画率は低い、つまり女性の能力が十分に発
揮できない状況にあるということがうかがえ

ます。男性が主体であった意思決定の場に女性の意見や
能力が反映されることによって、様々な価値観や発想を
踏まえた判断ができ、より柔軟に状況の変化に対応する
ことができ、創造性も増します。「社会を支えるため」
「組織の発展のため」には、女性の能力活用が必要不可
欠です。
与謝野町では、主な審議会などに占める女性委員の割
合が18.1％となっており、「与謝野町男女共同参画計画」
の中で、「平成24年度で30％以上」とする目標値を掲げ
ています。

与
謝
野
町
で
は
、
本
年
度
新
た
に
三
人
の
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
与
謝
野
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
意
欲
を
燃
や
す
新
戦
力
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

男女共同参画

女
性
の
社
会
参
画

第
二
回

雲岩公園つつじ祭俳句（敬称略・順不同・与謝野町の方の作品のみ）

童
心
に
戻
り
楽
し
む
つ
ゝ
じ
径足
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福祉課

金谷 恵衣子
かなや えいこ

野田川地域振興課

加藤 昌孝
かとう まさたか

保健課

尾上 愛
おのうえ あい

●各 国 GEM値 
順位 国名 GEM値 
1 ノルウェー 0.932 
2 スウェーデン 0.883 
3 アイスランド 0.866 
… … … 
41 ハンガリー 0.560 
42 日本 0.557 
43 マケドニア 0.554 

「人間開発報告書」（国連開発計画 2006 年） 

●与謝野町の主な審議会などに占める女性委員の割合 

審議会等数 委員数 

審議会等数合計 うち女性のいる審議会等数 委員数合計 うち女性委員数 

54 39 805 人 146 人 

72.2％ 18.1％ 

GEM（ジェンダー・エンパ 
ワーメント指数）／専門職・ 
技術職に占める女性割合、上 
級行政職・管理職に占める女 
性割合、国会議員に占める女 
性割合、男女の所得比較の指 
数を用いて算出。 

平成 19 年 4月現在。地方自治法（第 202 条の 3）に基づく審議会等 



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

こ
の
欄
で
紹
介
す
る
出
生
と
お
悔

や
み
は
、
３
月
16
日
か
ら
４
月
15

日
ま
で
の
届
け
出
分
で
す
。
役
場

窓
口
で
届
出
の
際
に
希
望
さ
れ
た

方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町内に配布している
広報誌には掲載しています

町内に配布している
広報誌には掲載しています

「しまった！困った！だまされた！」と思ったら…

消費生活相談窓口へ
消費生活相談窓口は「消費者」の身近な相談窓口です。
「だまされて、不要な商品を買わされた」「断りきれず、次々
と商品を購入してしまい、多額の借金をかかえてしまっ
た」とき等は、一人で悩まずお早めにご相談ください。

与謝野町役場　商工観光課
146-3269（各地域振興課でも対応します）
京都府丹後広域振興局　商工労働観光室
10772-62-4304
京都府消費生活安全センター
1075-671-0004
消費生活週末（土・日）電話相談
1075-257-9002

政 News & Information行政 News & Information行

13 12広報よさの MAY  2008

町の花「ひまわり」のシンボルデザインを募集します
総務課1 46-3003問

新しい人権擁護委員が決まりました
住民環境課1 44-2083問

与謝野町役場
146-3001（代表）

岩滝地域振興課
146-3002

総務課
146-3003

総務課（消防安全係）
146-3004

企画財政課
146-3084

企画財政課（情報システム係）
146-3085

建設課
146-3267

商工観光課
146-3269

会計室
146-3007

野田川庁舎
144-2081（代表）

野田川地域振興課
144-2082

住民環境課
144-2083 

税務課
144-2084 

水道課
144-2085 

下水道課
144-2086

加悦庁舎
143-1511（代表）

加悦地域振興課
143-1512

福祉課
143-1513

保健課
143-1514

農林課
143-2191

議会事務局
143-0215

教育委員会 教育総務課
143-2192

教育委員会 教育推進課
143-2193

３月の入札結果をお知らせします
総務課1 46-3003問

平
成
十
八
年
八
月
九
日
に
制
定
し
た
町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。
町
の
木
「
椿
」
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
四
月
十
八
日
開
催
の
「
与
謝

野
町
花
・
木
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
選
定
委
員
会
」
で
、
旧
加
悦
町
の
時
に
選
定
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
花
の
み
の
募
集
と
し
ま
す
。－ 訂正とお詫び －

「広報よさの４月号」に
誤りがありましたので、下
線部のとおり訂正し、お詫
びいたします。

●P2（会計別予算）
下水道特別会計
対前年度比（％） 3.7

●P16（親子交通教室）
矢野有

あ

規
き

雄
お

会長

●P19（お出かけ情報）
初夏の加悦鉄道まつり
5/4（祝）・5/5（祝）

●P19（出生・お悔やみ）
出生とお悔やみは、２月

16日から3月15日までの届
け出分です。

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 工事場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千 円 /  税抜） 

最低制限価格 
（千 円 /  税抜） 

落札金額 
（千 円 /  税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

3/14 1 9  与道橋新工 第  3 5  号 岩屋川線道路改良（その ３）工事 
掘削 工・ U  型側溝 工 ・ 
安定処理工 岩屋 4  者 ㈱井田建設 4,607 3,342 4,100 88.9 H20/3/25 ～  6/30 

3/14 1 9  与特下 第  3 6  号 下水道関連舗装本復旧⑧ 
工事 

切削オーバーレイ 工 ・ 
打替工 

加悦奥・明石 
岩屋・男山 4  者 金下建設㈱ 19,842 14,413 14,413 72.6 H20/3/27 ～  5/31 

3/24 1 9  与河川改工 第  8  号 寺田水路改良工事 側溝 工・ ボックスカル 
バート工・桝設置工 明石 1 5  者 ㈲野口建設 6,824 4,881 4,881 71.5 H20/4/2 ～  6/30 

平成20年3月末現在

人　口 25,193人（－123）

男 11,894人 （－62）

女 13,299人 （－61）

世帯数 8,926戸 （－34）

まちのうごき

●
募
集
要
領

▽
「
ひ
ま
わ
り
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
左
図

の
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
も
の
。

▽
一
人
何
点
で
も

応
募
可
。

▽
色
は
四
色
以
内
。

▽
単
色
で
表
現
し
て
も
イ

メ
ー
ジ
や
安
定
感
が
損
な

わ
れ
な
い
も
の
。

▽
自
作
、
未
発
表
の
も
の
。

▽
他
の
著
作
物
か
ら
の
転
用
は
禁
止
。

●
応
募
方
法

▽
指
定
の
応
募
用
紙
を
使
用
し
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
天
地
を
明
記
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

役
場
各
庁
舎
で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
も
で

き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
郵
送
ま
た
は
各
庁
舎
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
郵
送
の
場
合
】

〒
六
二
九
―
二
二
九
二

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
字
岩
滝
一
七
九

八
番
地
一

与
謝
野
町
役
場
総
務
課
内
「
町
の
花
　
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
選
定
係

【
持
参
の
場
合
】

役
場
各
庁
舎
（「
町
の
花
　
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
」
の
応
募
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
締
切
日

六
月
三
十
日
（
月
）
※
当
日
の
消
印
有
効

●
作
品
の
著
作
権
等

▽
採
用
作
品
に
つ
い
て
一
切
の
権
限
は
与

謝
野
町
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
採
用
作
品
は
若
干
の
変
更
を
加
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
モ
ノ
ク
ロ
で
用

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
採
用
決
定
後
に
、
類
似
デ
ザ
イ
ン
が
あ

る
な
ど
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
要
件
に
合
致

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

は
、採
用
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
懸
賞

最
優
秀
賞
‥
賞
金
五
万
円

●
結
果
発
表

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
で
公
表
す
る

と
と
も
に
、
採
用
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

椿のシンボルデ
ザイン（色は町
ホームページで
ご覧ください）

毎年５月は「消費者月間」です

吉よ
し

田だ

均ひ
と
しさ
ん
（
明
石
）
と

井い

■ざ
き

晴は
る

夫お

さ
ん
（
与
謝
）
が

平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
で

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地

域
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人

権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に

見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

任
期
は
三
年
で
、
与
謝
野

町
で
は
現
在
、
十
一
人
（
加

悦
地
域
四
人
、
野
田
川
地
域

四
人
、
岩
滝
地
域
三
人
）
の

委
員
の
方
が
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

五
月
の
憲
法
週
間
と
十
二

月
の
人
権
週
間
に
は
各
庁
舎

で
特
設
人
権
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
地

方
法
務
局
宮
津
支
局
（
1
２

２
）
２
５
６
１
）
で
は
毎
月

二
回
、
人
権
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る

方
、
悩
ん
で
い
る
方
は
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

吉
田
均
さ
ん

井

晴
夫
さ
ん

消
費
生
活
相
談
窓
口


